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①

RStudioの起動1

3

RStudioを起動、使用する際は、管理者とし
て実行することを強く推奨します。（Macをは

じめて設定したときに作成した新しいユーザ
は管理者です。）

パッケージのインストールをするつもりがな
い場合でも、途中でインストールやアップ
デートが必要となる場合があり、通常ユーザ
やゲストアカウントでは、インストール時に不
具合に遭遇しやすいためです。

①システム設定を起動、②ユーザとグルー
プを表示し、③利用中のアカウントの権限の
状態を確認してください。（共有のMac利用

時や複数のアカウントを設定し、通常ユーザ
やゲストアカウントで使用する場合は、管理
者のアカウントで利用するよう強く推奨しま
す。）
Dockに追加済みの④RStudioアイコンをク
リックし、RStudioを起動します。

②

③

④



RStudioの起動2

4

起動後の状態。



RStudioの起動3

5

起動後の状態。①Filesタブで見えている赤
枠内は、MacintoshのヒトはHomeフォルダ直
下の情報が見えています。

①



RStudioの起動4

6

起動後の状態。①Filesタブで見えている赤
枠内は、MacintoshのヒトはHomeフォルダ直
下の情報が見えています。②実際のHome
フォルダの中身と見比べると理解しやすい
でしょう。

①

②



RStudioの終了1

7

RStudioの終了は、通常のソフトウェアと同
様に、①×ボタンを押せばよいです。

①



RStudioの終了2

8

①

RStudioの終了は、通常のソフトウェアと同
様に、①×ボタンを押せばよいです。「ワー
クスペースをSaveするか？」的なことを聞か
れた場合（Save workspace image? [y/n/c]）、
初心者でよくわからないうちは③「Don’t 
save」（n）で構いません。
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各領域（ペイン）の…1
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再起動後の状態。デフォルトでは3つの領域
が見えていると思います。それぞれをペイン
（Pane）といいます。



各領域（ペイン）の…2

11

②

③

①

①Consoleペイン、②Environmentペイン、そ
して③Filesペインです。



各領域（ペイン）の…3
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①Consoleペイン、②Environmentペイン、そ
して③Filesペインです。慣れない表現に最
初は戸惑うかもしれませんが、「ペイン
（Pane）」と呼ぶのだということを知っておけ
ば、④View、⑤Panesというところの意味が
なんとなくわかります。

④

⑤



各領域（ペイン）の…4

13

各ペインの横幅や高さは調整可能です。



各領域（ペイン）の…5

14

各ペインの横幅や高さは調整可能です。例
えば、①や②のところにカーソルを持ってい
き、右に移動させると…

①

②



各領域（ペイン）の…6

15

各ペインの横幅や高さは調整可能です。例
えば、①や②のところにカーソルを持ってい
き、右に移動させると… ③Console画面の
幅を広くすることができます。

③

①

②



各領域（ペイン）の…7
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①の部分も同様にして上下させることで…

①



各領域（ペイン）の…8

17

①の部分も同様にして上下させることで、右
側の2つのペインの上下幅を変更することが
できます。状況に応じて見やすいようにい
じってください。



各領域（ペイン）の…9

18

各ペインについて、上下方向に画面サイズ
の①最大化や②最小化を行うことができま
す。たとえば①を押すと…

② ①



各領域（ペイン）の…10

19

各ペインについて、上下方向に画面サイズ
の①最大化や②最小化を行うことができま
す。たとえば①を押すと、③Environmentペ
インを最大化できます。

①
③



各領域（ペイン）の…11

20

①をもう一回押すと元に戻ります。②
Environmentペインの①最大化は、③Filesペ
インの④最小化と同義です。

④
③

①
②



各領域（ペイン）の…12

21

⑧

⑥
②

②Environmentペインの①最大化は、③
Filesペインの④最小化と同義です。同様に、
②Environmentペインの⑥最小化は、③
Filesペインの⑧最大化と同義です。

③
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電卓的な利用 1

23

①Console画面上で、②「1+1」と打ち込んで
からリターンキーを押したところ。2という結
果が表示されていることがわかります。

②

①



電卓的な利用 2

24

①Console画面上で、②「1+1」と打ち込んで
からリターンキーを押したところ。2という結
果が表示されていることがわかります。
③「1 + 1」のように、間に半角スペースが
あってもかまいません。

③



電卓的な利用 3

25

①Console画面上で、②「1+1」と打ち込んで
からリターンキーを押したところ。2という結
果が表示されていることがわかります。
③「1 + 1」のように、間に半角スペースが
あってもかまいません。④「10 * 5」で、50と
いう結果が表示されていることがわかります。

④
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プロンプト（>）

27

ここまでの作業で、コマンドを実行するごと
に、その結果が表示されるとともに、①「>」
が表示されます。これを「プロンプト」と言い
ます。これが見えていれば、「直前のコマン
ド実行が完了している」と解釈してよいです。

①



Console画面クリア 1

28

このあと、1行1行コマンドを打ち込んでいくと、
常に①Console画面上の下部である、②の
あたりに入力をすることになります。必要に
応じて①Console画面をクリア (Clear 
Console)して、Console画面上部でコマンド
入力できるようにするやり方を示します。

②

①



Console画面クリア 2

29

基本的には①を押すだけです。②Editメ
ニューから、③Clear Console。④キーボード
上で「control」キーを押しながら「L」キーを押
すのでもかまいません。

①

③ ④

②



Console画面クリア 3

30

基本的には①を押すだけです。②Editメ
ニューから、③Clear Console。④キーボード
上で「Ctrl」キーを押しながら「L」キーを押す
のでもかまいません。無事、⑤Console画面
がクリアされました。⑤
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①

計算の中断 1

32

さきほどの①「control + L」は、「Ctrlキーを
押しながらLキーを押す」という意味で使いま
した。



計算の中断 2

33

さきほどの①「Ctrl + L」は、「Ctrlキーを押し
ながらLキーを押す」という意味で使いました。
次に②Console画面上で、コマンド入力が不
完全な状態のときに表示される「+」とその解
決策を示します。

②



計算の中断 3

34

さきほどの①「Ctrl + L」は、「Ctrlキーを押し
ながらLキーを押す」という意味で使いました。
次に②Console画面上で、コマンド入力が不
完全な状態のときに表示される「+」とその解
決策を示します。例として、「10*5」と入力す
るつもりだったが、意図的に間違えて③
「10*」まででリターンキーを押してみましょう。
④のようになればOKです。

③

④



計算の中断 4
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どうにかしてこのままの状態で10*5を計算し
たい場合は、④の状態から「5」と打ち込んで
リターンキーを押します。

④



計算の中断 5

36

どうにかしてこのままの状態で10*5を計算し
たい場合は、④の状態から「5」と打ち込んで
リターンキーを押します。⑤無事「10*5」の計
算結果である50が表示され、⑥プロンプトが
表示されていることがわかります。

⑤

⑥



②

③

計算の中断 6

37

①一旦Console画面のクリアをしておいてか
ら、②もう1回同じ状況にします。「プロンプト
(>)」ではなく、③「+」になってしまったときの
推奨手順は、④「esc」キー。または「control 
+ C」。

①

④



計算の中断 7

38

①一旦Console画面のクリアをしておいてか
ら、②もう1回同じ状況にします。「プロンプト
(>)」ではなく、③「+」になってしまったときの
推奨手順は、④「esc」キー。または「Ctrl + 
C」。④「Esc」キーを押した結果。確かにプロ
ンプト（>）が出ていますね。

④
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ヒストリー機能 1

40

ヒストリー機能とは、以前実行したコマンドを
再利用する機能のことです。①Historyタブを
アクティブにすると、これまで実行したコマン
ドがリストアップされているのがわかります。

①



ヒストリー機能 2

41

キーボードの上矢印キーを押した回数分に
相当する、過去に入力したコマンドが②のコ
マンドプロンプト上に表示されます。

②



ヒストリー機能 3

42

キーボードの上矢印キーを押した回数分に
相当する、過去に入力したコマンドが②のコ
マンドプロンプト上に表示されます。例えば、
上矢印キーを4回押すと、③のコマンドが②
の部分に表示されます。この程度であれば
手打ちでも十分ですが、複雑になってきたと
きに大変便利な機能です。

③

②



ヒストリー機能 4

43

実用上は、Historyタブにリストアップされて
いるコマンドの中から、再実行あるいはテン
プレートとして利用したいものをダブルクリッ
クするほうが便利です。例えば、①をダブル
クリックすると、②のようになります。

①

②
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作業ディレクトリの… 1
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実際の解析においては、予め解析したい
ファイルが存在するフォルダ（ディレクトリ）を
作業ディレクトリとしておくのが一般的です。
①入力中のものは実行するなりして、②で
Console画面をクリアしておきます。

①

②



作業ディレクトリの… 2

46

作業ディレクトリの変更方法1。①Session、
②Set Working Directory、③Choose 
Directory。一連の作業は、④「control(^) + 
Shift(⇧) + H」と同義です。

②

③ ④

①



作業ディレクトリの… 3

47

⑤

作業ディレクトリの変更方法1。①Session、
②Set Working Directory、③Choose 
Directory。一連の作業は、④「control(^) + 
Shift(⇧) + H」と同義です。ここでは、⑤「デス
クトップ」に変更して、⑥Open。

⑥



作業ディレクトリの… 4

48

こんな感じになります。一連の作業は、①の
コマンド実行と同義です。②の部分はヒトそ
れぞれです。③がDesktopになっていれば、
意図通りにデスクトップに変更できていると
判断してよいです。④Filesペインの、⑤の部
分も①と連動して変更されています。慣れて
いないうちは、作業ディレクトリの変更忘れ
に起因するミスが例年続出していますので、
特に注意してください。

①
③②

⑤

④



作業ディレクトリの… 5
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作業ディレクトリの変更方法2。これは①
Filesタブの、②の部分を「作業ディレクトリ」
とは無関係に任意に変更できることを利用
するやり方になります。したがって、まずここ
を最終的に作業ディレクトリにしたいフォル
ダにすべく、③をクリックします。

③②

①



作業ディレクトリの… 6
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こんな感じになるので、ここでは④「デスク
トップ」上に新規作成した、⑤hogeというフォ
ルダを選択して、⑥Open。

⑤

⑥

④



作業ディレクトリの… 7
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こんな感じになるので、ここでは④「デスク
トップ」上に新規作成した、⑤hogeというフォ
ルダを選択して、⑥Open。⑦こんな感じに
なって、hogeフォルダの中身が見られるよう
になります。但し！hogeフォルダの中身が見
られる状態なだけで作業ディレクトリの変更
自体はまだできていないのでご注意ください。

⑦



作業ディレクトリの… 8
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こんな感じになるので、ここでは④「デスク
トップ」上に新規作成した、⑤hogeというフォ
ルダを選択して、⑥Open。⑦こんな感じに
なって、hogeフォルダの中身が見られるよう
になります。但し！hogeフォルダの中身が見
られる状態なだけで作業ディレクトリの変更
自体はまだできていないのでご注意ください。
⑦のような状態で、⑧を押して、⑨Set As 
Working Directory。

⑦

⑨

⑧



作業ディレクトリの… 9
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こんな感じになるので、ここでは④「デスク
トップ」上に新規作成した、⑤hogeというフォ
ルダを選択して、⑥Open。⑦こんな感じに
なって、hogeフォルダの中身が見られるよう
になります。但し！hogeフォルダの中身が見
られる状態なだけで作業ディレクトリの変更
自体はまだできていないのでご注意ください。
⑦のような状態で、⑧を押して、⑨Set As 
Working Directory。⑩のコマンドが実行され
て、無事作業ディレクトリの変更ができまし
た。後者のやり方の場合は2ステップ必要で
すので、ご注意ください。

⑩
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①で見えている場所が何であろうとも、②で
見えている場所が作業ディレクトリですので、
②に注意を払うというのが実用上重要です。

②

①
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◼ Rスクリプトファイル（拡張子.R）
 一般的なテキストファイル(拡張子.txt)と同等

 実行したい部分をコピペ実行が基本形

 初心者の視点ではとっつきやすい

◼ Rマークダウンファイル（拡張子.Rmd）
 Rのコマンドとマークダウンを組合せたもの

 マークダウン（Markdown）とは、HTMLを手軽に生成するために
開発された軽量マークアップ言語

 近年主流となっているRの実行手段

 Google Colaboratory（Colab）や Jupyter Notebookと似た操作感

講義スタイルは教員によって様々ですが、
多くの場合、.Rあるいは.Rmdという拡張子か
らなるファイルをRStudio経由で読み込み、
ファイル中に記載されたコマンドを順に実行
していく形の講義になります。まずは、（この
スタンスで講義を行う先生もいますので）拡
張子が.Rの昔ながらのやり方の基本形を示
します。①Rマークダウンに関する日本語の
解説記事です。

牧野磨音ら, 日本乳酸菌学会誌, 33(3): 195-205, 2022
①



Contents
◼ RStudioの起動と終了（管理者として起動するのを忘れずに）

◼ 各領域（ペイン）の説明と横幅や高さの変更

◼ 電卓的な利用

◼ プロンプト（>）、Console画面クリア（ほうきボタン、または「Ctrl + L」）

◼ 計算の中断（「Esc」キー、または「Ctrl + C」、または「Ctrl + Z」）

◼ ヒストリー機能（Historyペイン、または上下矢印キーを利用）

◼ 作業ディレクトリの変更（Session → Set Working Directory → Choose Direc…）

◼ Sourceペイン（Rのソースエディタ）を利用した解析
 新規のRスクリプトファイル（.R）の作成から（File → New File → R Script）

 既存のRスクリプトファイル（.R）の読込から（File → Open File）

 新規のRマークダウンファイル（.Rmd）の作成から（File → New File → R Markdown）

 既存のRマークダウンファイル（.Rmd）の読込から（File → Open File）

57



新規のRスクリプト… 1

58

ここでは、既存の.Rファイルを読み込むので
はなく、新規の.Rファイルを開いて、その中
に簡単なコマンドを記載していく流れで解説
していきます。

②

削除しておいても構いません。

ここでは、既存の.Rファイルを読み込むので
はなく、新規の.Rファイルを開いて、その中
に簡単なコマンドを記載していく流れで解説
していきます。Historyペインにコマンド実行
履歴が残っていますが、 ①と②を押して、、

①
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新規の.Rファイルを作成するには、①File、
②New File、③R Script。一連の作業は、④
「control + Shift + N」と同義です。

② ③ ④
①
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新規の.Rファイルを作成するには、①File、
②New File、③R Script。一連の作業は、④
「Ctrl + Shift + N」と同義です。実行後。
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①

新規の.Rファイルを作成するには、①File、
②New File、③R Script。一連の作業は、④
「Ctrl + Shift + N」と同義です。実行後。左上
にあった①Consoleペインが下に移動し、②
新規のRスクリプトファイルを開いた状態だと
解釈します。Rに限らずですが、プログラム
実行に必要な記載内容のことをソース
（Source）といいますので、.Rや.Rmdのことを
ソースファイルと呼ぶこともあります。それゆ
え、この赤枠の領域はSourceペインと呼ば
れます。通常は、このSourceペインを加えた
計4つの領域が見えている状態で解析を進
めていくことになります。

②
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①のように簡単な2行分のコマンドを記載し
てみましょう。ファイルの中身が変更された
場合は、②で示すように右上にアスタリスク
（*）がつきます。

①

②
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①のように簡単な2行分のコマンドを記載し
てみましょう。ファイルの中身が変更された
場合は、②で示すように右上にアスタリスク
（*）がつきます。③フロッピーディスクのアイ
コンをクリックして保存しましょう。

③
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①のように簡単な2行分のコマンドを記載し
てみましょう。ファイルの中身が変更された
場合は、②で示すように右上にアスタリスク
（*）がつきます。③フロッピーディスクのアイ
コンをクリックして保存しましょう。④デフォル
トの保存先は作業ディレクトリであり、⑤ファ
イルの拡張子は.Rです。

④

⑤
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⑥

①のように簡単な2行分のコマンドを記載し
てみましょう。ファイルの中身が変更された
場合は、②で示すように右上にアスタリスク
（*）がつきます。③フロッピーディスクのアイ
コンをクリックして保存しましょう。④デフォル
トの保存先は作業ディレクトリであり、⑤ファ
イルの拡張子は.Rです。例えば、⑥testとし
て、⑦Save。

⑦
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こんな感じになり、①test.Rが見られると思
います。もし見えない場合は、②でリロード
するとみられます。また、保存前までは
Untitled1でしたが、保存後は③test.Rになっ
ていることがわかります。

①

②

③
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今は1行目にカーソルがあります。ファイル
中のコマンドを、このカーソルがある行から1
行ずつ実行したい場合は、②Runボタンをま
ず1回押します。

① ②
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今は1行目にカーソルがあります。ファイル
中のコマンドを、このカーソルがある行から1
行ずつ実行したい場合は、②Runボタンをま
ず1回押します。実行後。③Console画面上
で当該行のコマンドが実行され、④カーソル
が次の行に移動しているのがわかります。
この状態でもう1回⑤Runボタンを押すと…

③

④ ⑤
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今は1行目にカーソルがあります。ファイル
中のコマンドを、このカーソルがある行から1
行ずつ実行したい場合は、②Runボタンをま
ず1回押します。実行後。③Console画面上
で当該行のコマンドが実行され、④カーソル
が次の行に移動しているのがわかります。
この状態でもう1回⑤Runボタンを押すと、こ
んな感じで当該行のコマンドが実行されます。
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複数行のコマンドを一度に実行したい場合
は、①のような感じで実行させたい行を反転
させて、②Run。

① ②
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複数行のコマンドを一度に実行したい場合
は、①のような感じで実行させたい行を反転
させて、②Run。③のような感じで実行され
ます。

③
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複数行のコマンドを一度に実行したい場合
は、①のような感じで実行させたい行を反転
させて、②Run。③のような感じで実行され
ます。その後は特にtest.Rファイルの中身を
いじってないので、アスタリスク（*）はついて
いません。この状態であれば、④の×ボタン
を押せば、Sourceペインを閉じることができ
ます。

④



新規のRスクリプト…16

73

複数行のコマンドを一度に実行したい場合
は、①のような感じで実行させたい行を反転
させて、②Run。③のような感じで実行され
ます。その後は特にtest.Rファイルの中身を
いじってないので、アスタリスク（*）はついて
いません。この状態であれば、④の×ボタン
を押せば、Sourceペインを閉じることができ
ます。こんな感じになります。
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教員から指示のあった.Rファイル（①test.R）
を自分のPCにダウンロードし、読み込んで
利用するやり方です。まず最初の注意点と
しては、②と③が一致していることを確認し
てください。つまり、作業ディレクトリの変更
を正しく行っておきましょうということです。作
業ディレクトリ内に解析したいファイルが存
在していないというミスは初心者あるあるで
す。

①

③

②



既存のRスクリプト… 2

76

①File、②Open File。

②

①
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①File、②Open File。③作業ディレクトリの、
④test.Rを選択して、⑤Open。

③

⑤

④
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①File、②Open File。③作業ディレクトリの、
④test.Rを選択して、⑤Open。こんな感じに
なり、さきほど新規作成してコマンドを追加し
た状態と同じであることが分かります。⑥終
了しておきます。⑥
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次は、Rマークダウン（R Markdown）の解説
を行っていきます。Rマークダウンは、Rのコ
マンド実行結果をhtmlレポートにそのまま組
み込んで出力でき、考察なども簡単に追加
できる便利な機能をもちます。また、①ウェ
ブブラウザ上でPythonを実行可能なColab
環境とも使用感が似ているため、それらを
覚える上でのハードルが下がるメリットもあ
ります。

◼ Rスクリプトファイル（拡張子.R）
 一般的なテキストファイル(拡張子.txt)と同等

 実行したい部分をコピペ実行が基本形

 初心者の視点ではとっつきやすい

◼ Rマークダウンファイル（拡張子.Rmd）
 Rのコマンドとマークダウンを組合せたもの

 マークダウン（Markdown）とは、HTMLを手軽に生成するために
開発された軽量マークアップ言語

 近年主流となっているRの実行手段

 Google Colaboratory（Colab）や Jupyter Notebookと似た操作感 ①
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新規の.Rmdファイルを作成するには、①File、
②New File、③R Markdown。

②

③

①
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R Markdownドキュメントを作成するにはパッ
ケージの更新が必要というメッセージが表
示された場合は、④Yesをクリック。（パッ
ケージがインストールされます。）

④
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R Markdownドキュメントを作成するにはパッ
ケージの更新が必要というメッセージが表
示された場合は、④Yesをクリック。（パッ
ケージがインストールされます。）Consoleで
はインストールの様子や結果の表示が消え
てしまいますが、⑤Background Jobsでイン
ストールが成功したのか確認できます。

⑤
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新規の.Rmdファイルを作成するには、①File、
②New File、③R Markdown。こんな感じにな
ります。④は作成日時が自動的に入力され
ます。

④
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新規の.Rmdファイルを作成するには、①File、
②New File、③R Markdown。こんな感じにな
ります。④は作成日時が自動的に入力され
ます。後でいくらでも変更可能ですので、⑤
と⑥の箇所も自由に変更し、⑦OK。

⑤
⑥

⑦
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こんな感じになります。⑧の部分は、直前ま
で見えていたものと同じです。

⑧
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こんな感じになります。⑧の部分は、直前ま
で見えていたものと同じです。ここではtitleと
authorの部分をいじっていますが、⑨のよう
に後からでも変更できます。

⑨
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①Sourceペインの高さを広げた状態です。

①
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①Sourceペインの高さを広げた状態です。
②8行目以降を見ていくと、いろいろ書かれ
ていることがわかります。③下へ。

②

③
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①Sourceペインの高さを広げた状態です。
②8行目以降を見ていくと、いろいろ書かれ
ていることがわかります。③下へ。赤枠の8
～31行目の記載内容は、ただのテンプレー
ト（こんな感じで書くという例示のようなもの）
で不要のため、削除します。
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①Sourceペインの高さを広げた状態です。
②8行目以降を見ていくと、いろいろ書かれ
ていることがわかります。③下へ。赤枠の8
～31行目の記載内容は、ただのテンプレー
ト（こんな感じで書くという例示のようなもの）
で不要のため、削除します。削除後の状態。
どのタイミングでやっても構わないですが、
④フロッピーディスクのアイコンをクリックし
て保存します。

④
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⑤

⑥

①Sourceペインの高さを広げた状態です。
②8行目以降を見ていくと、いろいろ書かれ
ていることがわかります。③下へ。赤枠の8
～31行目の記載内容は、ただのテンプレー
ト（こんな感じで書くという例示のようなもの）
で不要のため、削除します。削除後の状態。
どのタイミングでやっても構わないですが、
④フロッピーディスクのアイコンをクリックし
て保存します。⑤デフォルトの保存先は作業
ディレクトリであり、⑥ファイルの拡張子
は.Rmdです。

④
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①Sourceペインの高さを広げた状態です。
②8行目以降を見ていくと、いろいろ書かれ
ていることがわかります。③下へ。赤枠の8
～31行目の記載内容は、ただのテンプレー
ト（こんな感じで書くという例示のようなもの）
で不要のため、削除します。削除後の状態。
どのタイミングでやっても構わないですが、
④フロッピーディスクのアイコンをクリックし
て保存します。⑤デフォルトの保存先は作業
ディレクトリであり、⑥ファイルの拡張子
は.Rmdです。例えば、⑦test2として、⑧
Save。拡張子はあってもなくても問題ありま
せん。

⑦

⑧
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前回のtest.Rのときと同様、こんな感じにな
り、①test2.Rmdが見られると思います。もし
見えない場合は、②でリロードするとみられ
ます。また、保存前まではUntitled1でしたが、
保存後は③test2.Rmdになっていることがわ
かります。

①

②

③
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R Markdownは、R + Markdownであり、Rの
コードとMarkdown形式の文書を組み合わせ
て記述していくものです。①1～6行目は
Markdown形式の文書に相当します。Rの
コードは、②のInsert a new code chunkボタ
ンを押して…

②

①
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R Markdownは、R + Markdownであり、Rの
コードとMarkdown形式の文書を組み合わせ
て記述していくものです。①1～6行目は
Markdown形式の文書に相当します。Rの
コードは、②のInsert a new code chunkボタ
ンを押して、③Rを選ぶと…

③
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R Markdownは、R + Markdownであり、Rの
コードとMarkdown形式の文書を組み合わせ
て記述していくものです。①1～6行目は
Markdown形式の文書に相当します。Rの
コードは、②のInsert a new code chunkボタ
ンを押して、③Rを選ぶと、こんな感じになり
ます。Rのコードは、チャンク（chunk）と呼ば
れるブロック単位で実行されます。今挿入さ
れた8～10行目の8行目がチャンクの開始行、
10行目が終了行ということになり、④9行目
の部分に実際に実行させたいコードを書き
込んでいきます。④
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実際にコマンドを書き込んでいきます。とり
あえず①のように2行分打ち込んで、②Run 
Current Chunkをクリック（再生ボタンっぽい
ものだと覚えればよいです）。

①

②
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実際にコマンドを書き込んでいきます。とり
あえず①のように2行分打ち込んで、②Run 
Current Chunkをクリック（再生ボタンっぽい
ものだと覚えればよいです）。実行結果。③
Console画面だけでなく、④8～11行目のR
チャンクの、⑤下側に計算結果が表示され
ていることがわかります。⑥や⑦を押すと表
示結果をクリアすることができます。

③

⑤

④

⑥

⑦
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実際にコマンドを書き込んでいきます。とり
あえず①のように2行分打ち込んで、②Run 
Current Chunkをクリック（再生ボタンっぽい
ものだと覚えればよいです）。実行結果。③
Console画面だけでなく、④8～11行目のR
チャンクの、⑤下側に計算結果が表示され
ていることがわかります。⑥や⑦を押すと表
示結果をクリアすることができます。クリア後
の状態。
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Markdown形式の文書は、①7行目や、②12
行目のような、③チャンクの外側の部分に
書くことができます。

①

②

③
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Markdown形式の文書は、①7行目や、②12
行目のような、③チャンクの外側の部分に
書くことができます。①の部分に記載した結
果。（Rスクリプトファイルのときは、#はコメン
トを意味しましたが）R Markdownでは、④7
行目先頭の#はhtmlファイル作成後の見出
しに相当します。そもそもMarkdownを書く
チャンク外の部分自体がコメントに相当しま
すので、8行目のように#をつけずに書くこと
ができます。

①

④

③
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Markdown形式の文書は、①7行目や、②12
行目のような、③チャンクの外側の部分に
書くことができます。①の部分に記載した結
果。（Rスクリプトファイルのときは、#はコメン
トを意味しましたが）R Markdownでは、④7
行目先頭の#はhtmlファイル作成後の見出
しに相当します。そもそもMarkdownを書く
チャンク外の部分自体がコメントに相当しま
すので、8行目のように#をつけずに書くこと
ができます。注意点として、「④7行目先頭の
#はhtmlファイル作成後の見出し」を見出しと
して正しく機能させるためには、⑤の部分に
半角スペースを入れる必要があります。

⑤

④
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次はRmdファイルからhtmlファイルを生成す
る作業です。このようなある情報をもとにし
て別のものを生成する作業のことをレンダリ
ング（rendering）といいます。htmlファイルを
入力として与えてウェブブラウザで視覚的に
見やすくするような作業もレンダリングの1種
です。RStudioでは、①Knitを押せばhtmlファ
イルを生成できます。

①
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次はRmdファイルからhtmlファイルを生成す
る作業です。このようなある情報をもとにし
て別のものを生成する作業のことをレンダリ
ング（rendering）といいます。htmlファイルを
入力として与えてウェブブラウザで視覚的に
見やすくするような作業もレンダリングの1種
です。RStudioでは、①Knitを押せばhtmlファ
イルを生成できます。①を押して数秒後の
状態。②Renderタブがアクティブになり、赤
枠内がごちゃごちゃ出力されて…

②

①
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③生成されたhtmlファイルが表示されます。
④リロードすると（しなくても良いこともありま
す）、⑤test2.Rmdファイルと拡張子以外の
部分が同じ、⑥test2.htmlが確かに存在する
ことがわかります。

③

⑤

④

⑥
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⑤
⑥

③生成されたhtmlファイルが表示されます。
④リロードすると（しなくても良いこともありま
す）、⑤test2.Rmdファイルと拡張子以外の
部分が同じ、⑥test2.htmlが確かに存在する
ことがわかります。⑤test2.Rmdファイル中
の⑦の部分と、⑥test2.htmlファイル中の⑧
の部分を見比べると挙動がよくわかると思
います。

⑦

⑧
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①

①test2.htmlファイルは既に存在するので、
②終了してOKです。また、③マークをクリッ
クしてSaveし、④test2.Rmdを閉じて終了して
OKです。

③

④

②
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①test2.htmlファイルは既に存在するので、
②終了してOKです。また、③マークをクリッ
クしてSaveし、④test2.Rmdを閉じて終了して
OKです。こんな状態になればOKです。



Contents
◼ RStudioの起動と終了（管理者として起動するのを忘れずに）

◼ 各領域（ペイン）の説明と横幅や高さの変更

◼ 電卓的な利用

◼ プロンプト（>）、Console画面クリア（ほうきボタン、または「Ctrl + L」）

◼ 計算の中断（「Esc」キー、または「Ctrl + C」、または「Ctrl + Z」）

◼ ヒストリー機能（Historyペイン、または上下矢印キーを利用）

◼ 作業ディレクトリの変更（Session → Set Working Directory → Choose Direc…）

◼ Sourceペイン（Rのソースエディタ）を利用した解析
 新規のRスクリプトファイル（.R）の作成から（File → New File → R Script）

 既存のRスクリプトファイル（.R）の読込から（File → Open File）

 新規のRマークダウンファイル（.Rmd）の作成から（File → New File → R Markdown）

 既存のRマークダウンファイル（.Rmd）の読込から（File → Open File）
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教員から指示のあった.Rmdファイル（①
test2.Rmd）を自分のPCにダウンロードし、
読み込んで利用するやり方です。まず最初
の注意点としては、②と③が一致しているこ
とを確認してください。つまり、作業ディレクト
リの変更を正しく行っておきましょうというこ
とです。作業ディレクトリ内に解析したいファ
イルが存在していないというミスは初心者あ
るあるです。

①

③

②
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①File、②Open File。

②

①
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①File、②Open File。③作業ディレクトリの、
④test2.Rmdを選択して、⑤Open。

③

⑤

④
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①File、②Open File。③作業ディレクトリの、
④test2.Rmdを選択して、⑤Open。こんな感
じになり、さきほど作成した状態と同じであ
ることが分かれば、⑥終了して構いません。

⑥
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